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問題と目的
１　国語科の学習における学習方法の重要性
　ベネッセ教育総合研究所が2014年に全国の小学４
年生～中学２年生を対象に行った「小中学生の学びに
関する実態調査」によると、「上手な勉強のやり方がわ
からない」と回答した小学６年生は41.8％だが、中学
１年生では56.5％と急増する（ベネッセ教育総合研究
所，2014）。小学生のうちに上手な勉強方法を知り、身
に付けておくことが大切であると言える。
　このことを国語科にあてはめて考えてみる。児童が
学校生活を楽しむだけでなく、社会に出てから自分の
力で生きていくためには、言葉の力をつけることが大
切である。しかし児童は普段言葉を使って生活してい
るため、あらためて国語の授業で言葉の勉強をしよう
とする意識が低い。そのため国語科の学習において、
学習の仕方がわからず、自分がどのくらい力をつけた
のかもわからないという課題が見られる。「読むこと」、
特に説明文の学習は内容が難しく、児童が興味・関心
をもちにくい題材を扱っている場合もある。そのため
授業の焦点が内容を理解することに向けられ、具体的
な方法や学習過程がつかみにくい。そこで、効果的な
学習方法（読み方、読解方略）を児童に対して示し、
児童が自らその方法を使い、それによって自分の力の
高まりを自覚できるよう、計画的な指導を工夫するこ
とが必要である。
２　目指す児童像
　上で述べた課題意識から、筆者は「自己の学びを自
覚し活用することができる児童」を育てることを目標
にする。具体的には、（１）文章をどのように読んだら
よいのかという読解方略を理解している、（２）学習を
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振り返って読解方略を自ら引き出せる、（３）方略を活
用して自分の力で読むことができる、（４）学習を振り
返り自分がどのくらい力がついたのかを自覚できる児
童である。
３　目指す児童像を実現するための手立て
　　―読解方略と評価基準に着目して―
　目指す児童像を実現するための手立てとして、
（１）読解方略を教える、（２）単元構想を工夫する、
（３）評価基準を明示する、（４）１単位時間の学習過
程を工夫する、という４点を考えた。
読解方略を教える
　読解方略とは、文章を適切に読むための方法のこと
である。読解方略には認知的方略とメタ認知的方略が
ある。認知的方略は学習内容に目を向ける方略で、「問
い－答え」の関係に着目する、「具体－抽象」の関係に
着目する、キーワードを捉える、などである。メタ認
知的方略は自分自身に目を向ける方略で、わからない
ところはゆっくり読む、自分が理解できているか考え
ながら読む、などである。方略を指導することによっ
て読み手の理解度が向上したことを示す研究は多い
（犬塚，2010）。例えば秋田（1988）は説明文を読ん
だ後で教師になったつもりで質問を作ることにより、
低・中位の生徒でも読解が促進されたことを報告して
いる。
方略を繰り返し用いることで身に付くよう単元構想を
工夫する
　方略を使えない状態には、媒介欠如（方略そのもの
を知らない）、産出欠如（方略を知っているが利用しな
い）、利用欠如（方略をうまく使いこなせず問題解決に
結びついていない）、という３段階がある（植阪，
2010）。植阪（2010）は、こうした段階を踏んで方略
を利用して読めるようになるためには、方略を明示的
に指導すること、どういう場面で方略をどう使うと有
効か教えること、方略を使って読む機会を多く設定し
て方略に慣れてコスト感を減らすこと、方略の有用性
を実感させることが必要であると指摘している。
　教師がこうした指導を行うためには、学習目標を達
成するために効果的な方略を精査し、教科書の中で同
じ方略が使える題材を整理すること、つまり、題材の
系統性・関連性を考えて単元構想を工夫することが必
要である。同じ方略を様々な教材文の読みに用いるこ
とで、方略の理解と定着が図られるだろう。
評価基準を明示する
　児童自身が自分の学習を振り返り評価できるよう
に、単元導入時と毎時間の冒頭に、学習のめあてと評
価基準を提示する。めあてと評価基準は表裏一体をな
すものであり、評価基準は児童が自己評価できるよう
に具体的な学習の姿（例：「～～が書ける」）として示
す。
方略を使った学習と自己評価が連動するよう１単位時
間の学習過程を工夫する
　さらに、１単位時間の学習過程を次のように設定す
る。（１）学習のめあてと評価基準を提示する。（２）
めあてを達成するために、前に使ったコツを想起させ
たり、新たなコツを教師から提示する。（３）コツを使っ
て読む。読み取ったことをペアやグループで説明し合
う。（４）自分の学習を振り返り、めあてを達成するこ
とができたかどうか自己評価する。このような学習過
程を繰り返すことにより、児童はコツを生かして適切
に読む力を身に付け、さらにそうした自分の学習過程
を自覚するようになるだろう。その学習は次の学習に
も生かされる、すなわち、学習の転移が生じると期待
される。
実　践
１　実践校と児童
　本実践は、勤務校第５学年の１学級33名（うち４名
が外国籍）を対象として、平成27年度に実施した。用
いた国語科教科書は光村図書『国語 五 銀河』（平成26
年検定済）である。以下、『　』は教材名・単元名、丸
付数字は文章の形式段落を指す。
２　１学期の国語科授業
　１学期には『見立てる』『生き物は円柱形』という二
つの説明文教材が用意されている。学習目標は前者が
「筆者の考えの進め方をとらえ、要旨をまとめる」、後
者が「筆者の考えの進め方をとらえ、自分の考えを発
表する」と、よく似ている。前者（本文２頁）が後者
（本文４頁）に対する先行教材として位置づけられ、
教科書では二つが続けて掲載されている。
　二つの教材の目標が似ていることから、共通して
　・文章構成（初め－中－終わり）を捉える
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　・「問い－答え」の関係に注目する
　・キーワードを捉える
　・要旨をまとめる
という方略を取り上げて指導することとした。児童に
は方略のことを「コツ」と表現し、Ａ３判の用紙に書
いて黒板に掲示した。また児童に理解しやすいように、
表１に示すような具体的な説明や活動とセットで、コ
ツを教えることとした。
『見立てる』（５月実施、３時間）
　本教材文は、「見立てる」という行為が想像力に支え
られていること、想像力は自然や生活と深く関わって
いることを、あやとりを例にあげ、また写真を示すこ
とでわかりやすく伝える文章である。
　教科書の形式段落にはあらかじめ番号が振られ、そ
の上に「初め」「中」「終わり」と記されており、段落
構成が捉えやすくなっている。また「見立てる（見立
てられ）」という言葉が題名をはじめ７カ所に使われ、
２カ所では「　」で括られている。こうしたことから、
表１に示したコツを参考にすれば、キーワードも捉え
やすくなっている。
　説明文は、「問い－答え」の関連を意識すると、展開
を捉えやすい。しかし本教材文の①段落は、
　わたしたちは、知らず知らずのうちに、「見立てる」
という行為をしている。ここでいう「見立てる」とは、
あるものを別のものとして見るということである。
たがいに関係のない二つを結び付けるとき、そこに
は想像力が働いている。
であり、問いの文が無い。そこで「問いを作ってみよ
う」と呼びかけた。
　児童からは「例えば、どういうことですか」「どんな
想像力が働いているのですか」など、次の段落の読み
につながる問いが出された。しかし一方で、「どうして
題名が『見立てる』なんですか」のように、次の読み
につながらない問いも出された。
　「キーワード」のように、本文中に手がかりが多い場
合には、コツを使うことができた。しかし、「問い－答
え」のように内容に踏み込んだコツの場合は、児童に
はまだ難しかった。
『生き物は円柱形』（６月実施、６時間）
　本教材文は、生き物の体のつくりが円柱形を基本と
していることを、様々な具体例と共に説明する。そし
て「生き物は多様だが円柱形という共通性がある。多
様性の中に共通性を見つけることは面白い」という筆
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表１　児童に示した方略（コツ）
方略
（コツ）
具体的な説明と活動
文 章 構 成
（初め－中
－終わり）
を捉える
【説明】構成と役割
　　　　　「初め」は筆者の言いたいことや問い（問いがないときは自分で作る）。
　　　　　「中」は具体例（例えば）、説明、理由（～だからだ）、答え。
　　　　　「終わり」は筆者の言いたいこと。
【活動】教科書の段落の上に「初め」「中」「終わり」と書き込む。
「問い－答
え」の関係
に注目する
【説明】「問い」が文章中に明確に書かれていない場合は、自分で「問い」を作る。
【活動】「問い」・「答え」の文に線を引く。
キーワード
を捉える
【説明】キーワードは題名に使われている言葉、「　」がついている言葉、繰り返し使われている言葉。
【活動】キーワードを□で囲む。
要旨をまと
める
【説明】要旨のまとめ方は
　　　　　１．キーワードを見つける。
　　　　　２．筆者の考えをまとめる。「初め」や「終わり」、「～である」に注目する。
　　　　　３．キーワードをつなげて筆者の考えを書く。具体例や自分の感想は書かない。
【活動】「具体例」が述べられている段落の上に線を引く。
者の考えが述べられている。
　本教材は『見立てる』のすぐ後に設定されており、
学習目標もほぼ同じである。そこで、『見立てる』で学
んだ二つのコツを生かして学習を進めた。
　一つは「問い－答えの関係に注目する」というコツ
である。本教材文の①段落は、
　地球には、たくさんの、さまざまな生き物がいる。
生き物の、最も生き物らしいところは、多様だという
ところだろう。しかし、よく見ると、その中に共通性
がある。形のうえでの分かりやすい共通性は、「生き
物は円柱形だ」という点だ。
であり、『見立てる』と同様に、「問い」が提示されて
いない。そこで『見立てる』の学習を想起させ、問い
を作らせた。児童からは「なぜ円柱形だと言い切れる
のですか」「円柱形でない生き物もいる？」といった問
いが出された。そして、「問い」に対しては「答え」が
必要であること、「答え」は「中」に書いてあることを、
『見立てる』のワークシートを見直して確認させた。
そのうえで、『見立てる』では、「問い」に対してあや
とりの例を出すことで答えていたことを想起させ、『生
き物は円柱形』でも同様に例をあげているかを考えな
がら②③段落を読み進めた。このように、『見立てる』
と比べると、その後の読みを推進する適切な問いを作
ることができた。
　もう一つは「キーワードを捉える」というコツであ
る。「円柱形」あるいは「円柱」というキーワードは、
４頁の本文中で30回近くも繰り返される。「共通性」
「多様」あるいは「さまざま」というキーワードは、
初めと終わりの段落で筆者の考えを述べる中で繰り返
される。これらを□で囲めば、児童にとってキーワー
ドが一目瞭然となる。
　この教材文ではまた、新たに、「具体と抽象の関係に
注意する」というコツを導入した。児童には「抽象」
を「一言でまとめているところ」という表現で説明し
た。本文では「指・うで・あし・首」や「ミミズ・ヘ
ビ」などの具体例が多くあげられている。これらを一
言でまとめるとどうなるかを問うと、「人の体」「動物」
という言葉が児童から返ってきた。そこで、具体例を
示している段落の上部に横線を引かせ、具体と抽象を
視覚的に区別できるようにした。こうした学習を踏ま
えて、児童は「キーワード」と「まとめているところ」
に注目して各段落の要点をまとめ、さらにそれらをつ
なげて文章全体の要旨を書くことができた。
　本教材文では第１時間目に、単元全体のめあて、毎
時のめあてと評価基準を１枚のワークシートで示し、
各自のノートに貼らせた（図１）。基準は児童が自己評
価しやすいように、具体的な学習活動ができたかどう
かという観点で示した。児童は毎時間の最後に、この
ワークシートに自己評価をした。
１学期の成果と課題
　同じコツを二つの教材文の読みに用いたこと、『見立
てる』の学習を振り返りながら『生き物は円柱形』を
読んでいったことから、次第に児童はコツの利用に慣
れていった。例えばある児童は『生き物は円柱形』の
要旨を、「なんだ、簡単じゃん」とつぶやきながらまと
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図１　『生き物は円柱形』ふりかえりシート（抜粋）
　　　児童は「自分」の欄にＡあるいはＢを記入する。
めていった。これまで難しく面倒に思っていたことで
も、読み方のコツを知れば容易になると実感し始めた
のであろう。
　コツはＡ３判の用紙で黒板に掲示した。しかし、後
ろの席の児童には見えにくい、黒板から教科書やノー
トに視線を移す間に思考がとぎれてしまう、といった
問題があった。
　自己評価のための「ふりかえりシート」は、児童が
第１時に学習全体の見通しをもてるように、また、毎
時の学習の成果がわかりやすいようにと考えて、１枚
にまとめた。しかし、シートをノートの最初に貼った
ために、授業が進むとその時間のノートとシートの間
に間隔が空き使いにくくなった。またそのせいか、評
価基準をよく読まずに自分の判断で自己評価する（過
大評価が多い）という問題があった。
３　校内研修との連携による展開
　本研究は１学期末から夏季休業中にかけて大きく展
開した。
校内研修
　勤務校では平成27年度から校内研修で国語を取り
上げることになった。研修主題は「確かに読み取る力
を身に付けた児童の育成―国語科における説明的な文
章の指導の工夫を通して―」である。この主題になっ
たのは、（１）どの学年・教科でも説明的な文章を読む
力が不可欠である、（２）にも関わらず児童の読む力が
弱く、算数などでも問題文の意味が捉えられないと
いった課題がある、（３）教師も必ずしも国語が専門で
はなく、どう教えたらよいか困ることがある、といっ
た理由からである。こうして、校内研修と筆者の研究
が重なることとなった。
　そこで夏季休業中に大学院指導教員２名を招いて、
読解方略に関する研修会を開いた。研修会では２名の
指導教員が講義を行い、続いて１～３年生と４～６年
生のグループに分かれ、２学期に扱う説明文教材につ
いて、どういうコツを使ってどう読むことが大切かを
協議した。この研修を通して読解方略の大切さが共通
理解され、どの学年でも読解方略を積極的に教えるこ
ととなった。
「コツカード」の作成
　１学期の課題を踏まえて、児童が手元でコツを確認
できるようなカードを作成することにした。他校の実
践例（下田，2015）も参考に試行錯誤を重ね、夏季休
業中に「コツカード」を作成した。カードはＢ６判で
16枚あり、市販のポケットファイルに入れて児童一人
一人に渡した。授業中に新たに気づいたコツは白紙の
カードに書き、ファイルに追加することにした。コツ
カードは低中高学年に応じて３種類が作成された。高
学年用のコツカードは表２の構成になっている（コツ
カードの実物は附録参照）。
４　コツカードを使った朝学習
　こうして完成したコツカードを使って説明文を読む
実践が、２学期から始まった。２学期に学習する説明
的な文章は、１単元のみであり、これではコツを使い
こなせるようになるのは難しい。そこで２学期に入っ
てから朝学習の時間７回を使って、カードを用いて短
い説明文を読み問題に解答するという活動を行った。
朝学習では、特に２学期に扱う説明文教材で重要なコ
ツ２・３・４・８・10・12・14を取り上げた（コツの
番号は表２に対応している）。
　朝学習用の学習プリントは教科書や市販のプリント
教材（馬場田，2013；平井，2013；山下，2013）を参
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表２　コツカードの構成
内容
説明文を読み取る方法（高学年）（注）
目次
１ 「話題」をとらえよう
２ 「段落」をとらえよう
３ 「問いの文」を見つけよう
４ 「答えの文」を見つけよう
５ 「つなぎ言葉」を見つけよう
６ 「順序を表す言葉」を見つけよう
７ 「中心となる言葉や文」を見つけよう
８ 「要点」をまとめよう
９ 「具体例と一言でまとめているところ」をとらえよう
10 「指示語」が何を表しているか考えよう
11 「理由を表す言葉」を見つけよう
12 「図表やグラフと文章」を対応させよう
13 「事実」を見つけよう
14 「意見」を見つけよう
15 「要旨」をとらえよう
16 「文章を読むときのじょうずな頭の使い方」
（注）「説明文を読み取る方法」は平成26年度の校内
研修資料であり、「答えには線を引く」などの具
体的な活動が示されている。
考に筆者が作成した。コツを理解し使えるようにする
ことが目的なので、以下の工夫を凝らした。
（１）教材文そのものが難解ではいけない。そこで下学
年向けの教材や教科書も参考に、学習プリントを
作成した。
（２）コツを使えば考えられる問題に限定し、元の教材
の問題を用いたり、筆者が作成したりした。
（３）十分に活用できないコツについては、次の朝学習
でも取り上げるようにした。例えば２回目の朝学
習の時点で、児童は意見と事実の区別が難しい状
態だった。そこで３回目の朝学習でも、意見を見
つけるコツである「～と考えます、～と思うので
す、などの文末表現に注目する」（カード14）を活
用して考えるよう、問題を設定した。
（４）コツを生かすために、説明文を若干改変すること
もあった。（３）で述べた通り３回目の朝学習でも
カード14を用いた。教材『ネコの舌』は、掃除機
の一部にネコの舌を模した装置が使われているこ
とを説明する文章である。末尾は原文では「この
ように生物の仕組みをまねる技術を生物模ほうと
いいます」であったが、これを「このように、生
物の仕組みをまねる技術を生物模ほうといいま
す。ネコの舌のように、とても便利な仕組みが生
物には備わっています。生物模ほうの技術はこれ
からもどんどんわたしたちの生活に取り入れられ
ていくのではないかと、わたしは考えています」
と変えた。そして「筆者の意見が書かれている文
全体に　　を引きましょう」と問うた。
（５）どのカードを見ればよいかわかるように、問題に
は【コツ⑫】などと併記し、難しければそのカー
ドを見るように、また、解けた人もそのカードで
確認するように、指示した。
（６）答え合わせのときには、答えを示すだけでなく、
カードを参照させながら解説を加えた。
（７）「図表やグラフと文章を対応させよう」（カード
12）は、２学期の教材で特に重要であり、しかも
児童には新しいコツである。そこで４～７回目の
朝学習では多様な写真、表、グラフを用い、繰り
返しカード12を使った。
　このような工夫は徐々に重ねられていった。例えば
１回目の学習プリントは、市販のプリント教材に「問
いと答えに線を引く」という問題を付け加えただけで
あり、コツを使う練習にはなっていなかった。そこで
２回目からは（２）の対応をした。また１回目の朝学
習で「問いと答えのカードを見れば解き方がわかる」
と指示したところ、児童はカードを開いたものの、中
身をよく見ていない様子であった。カードにあるコツ
を参考に問題を考えればよい、ということが十分理解
されていなかったのである。そこで（５）（６）などの
対応をした。このように朝学習の方法そのものも改善
していった。７回の朝学習を通して児童は徐々にコツ
を使って読むことに慣れていった。
５　２学期の国語科授業『天気を予想する』（10月実
施、６時間）
　本教材文は「天気予報の精度が上がっても、自分の
目で天気の変化を感じ取ってほしい」という筆者の考
えが、図表やグラフと共に述べられている。１学期に
学んだ『生き物は円柱形』の２倍程度の分量があり、
また様々な図表やグラフが用いられ、児童にとっては
難しい教材である。本教材に続けて『グラフや表を用
いて書こう』という学習が設定されている。そこで、
児童には本教材の学習を「わかりやすい説明文を書く
ための工夫を考える」ものとして捉えさせ、「書くこと」
につなげさせたいと考えた。そのために「筆者の説明
の工夫をコツカードにまとめ、伝え合おう」という言
語活動を設定し、第１時の冒頭に示した。
　本教材には、「問い－答え」が３回繰り返されるとい
う文章構成上の特徴と、図表やグラフを多用して説明
や意見をわかりやすくしているという特徴がある。こ
れらの特徴が表れている第２時と第４時を中心に、授
業の様子を記述する。
文章構成を捉える（第２時）
　本教材文は表３に示すように、「問い－答え」が３回
繰り返され文章が展開していく。一つの問いに対して、
二つの答えが「一つは」「もう一つは」といった順序を
示す言葉とともに段落の冒頭に記され、構成が捉えや
すくなっている。
　問いの文を見つける　児童には宿題として「問いの
文に線を引く」ことを求めていた。カード３「問いの
文を見つけよう」には「文の終わりの表現　～か、～で
しょう、～だろう」に注目するよう示されており、実
際に教材文では一貫して「～でしょうか」という文末
表現が使われている。そのため、低位の児童にも見つ
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けやすかった。
　第１の「問い」－「答え」　一つ目の問いに対する
答えについては全体で確認し、どこに着目すればよい
のかを意識させることにした。そこで、①段落の末尾
に「次の二つの理由によるものといえます」とあるこ
とから、「答え」は「二つ」あるということを確認し、
各自で②段落以降を読んで「答え」の文を見つけさせ
た。児童は二つの答えを見つけ、さらにそう考えた理
由として、「文の初めに『一つは』『もう一つの理由は』
と書いてあるから」という意見を述べた。そこでカー
ド６「順序を表す言葉を見つけよう」を確認し、二つ
目、三つ目の問いに対する答えを探すときにもこの言
葉が手がかりとなることを意識させた。さらに「答え」
の文が段落のどこに書いてあるかを確かめさせた。「段
落の一番最初に書いてある」という意見が出たので、
カード４「答えの文を見つけよう」を開かせた。そし
て「答えは段落の初めにズバリ書いてあることがあり
ます」というポイントに着目させた。以上のことによ
り児童は、段落の初めの文と順序を表す表現に着目す
ることで答えが見つけられる、という見通しがもてた。
　第２・第３の「問い」－「答え」　第１の問いと異
なり、第２の問いの段落の中に筆者は、
天気予報は百パーセント的中するようになるので
しょうか。それはかなりむずかしいというのが、現在
のわたしの考えです。
と、自分の考えを答えとして書いている。それに続け
て、難しい理由を二つあげて説明を展開している。そ
こで１学期の『生き物は円柱形』を想起させ、「問い」
を作らせた。児童は比較的スムースに、「なぜ、難しい
のでしょうか」など適切な問いを作ることができた。
そのうえで、第１の「問い」－「答え」と同様に、段
落の冒頭と順序を表す言葉に着目するというコツを使
い、ほとんどの児童が答えを見つけることができた。
第３の「問い」－「答え」についても、同様の手順を
踏むことにより、大部分の児童が自分の力で取り組む
ことができた。
図表やグラフと本文との対応を捉える（第４時）
　本教材文には観測装置などを示す写真、気象データ
を示す表やグラフ計12点が使われている。そこでカー
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表３　『天気を予想する』の構成上の特徴　３つの「問い」－「答え」
第１の問い
　①（天気予報の）的中率は、どうして高くなったのでしょうか。それは、主に、次の二つの理由によるものといえます。
第１の問いに対する答え
　②一つは、科学技術の進歩です。2012年現在……
　③もう一つの理由は、国際的な協力の実現です。日本の天気の変化には……
　
第２の問い
　④天気予報は百パーセント的中するようになるのでしょうか。それはかなりむずかしいというのが、現在のわたしの考
えです。（どうしてむずかしいのでしょうか）
第２の問いに対する答え
　⑤天気の予想をむずかしくしている要因の一つに、短い時間にはげしくふる雨などの突発的な天気の変化が挙げられ
ます。上のグラフは、……
　⑥もう一つの要因には、局地的な天気の変化が挙げられます。日本は、……
　
第３の問い
　⑦突発的・局地的な天気の変化を予想するために、できることはないのでしょうか。わたしは、いくつかの手立てがあ
るのではないかと考えています。（どういう手立てがあるのでしょうか）
第３の問いに対する答え
　⑧その一つは、実際に自分で空を見たり、風を感じたりすることです。天気が……
　⑨また、天気に関することわざが有効な場合もあります。日本各地には、……
①～⑨は形式段落の番号。
ド12「図表やグラフと文章を対応させよう」にある次
の着眼点（カードでは「目のつけどころ」）を生かして
読んでいった。
・この図表は何についてのものか。
　　図表の表題を見る。
　　（例）この図表は～を示したものです。
・筆者はこの図表のどこに着目しているか。
　　（例）～を見ると～が分かります。
・この図表から筆者はどんなことを述べているか。
　　（例）～と思います。　～なのです。
　何についてのグラフか　第４時では、第２の問い（な
ぜ天気予報が百パーセント的中するのはむずかしいの
か）と、それに対する答え（突発的な天気の変化、局
地的な天気の変化）を読み取っていく。突発的な天気
の変化が多いことを示すために筆者は、1981年～
2010年で１時間に50ミリメートル以上の雨が観測され
た回数を年ごとに示す棒グラフを提示している。グラ
フには10年ごとの平均回数も併記されている（図２）。
　カード12を開き、このグラフは何についてのものか
を読み取るためにはどこに着目すればよいのか尋ね
た。児童から「表題」という答えが返ってきたので、
グラフの表題「１時間に50ミリメートル以上の雨が観
測された回数」をワークシートに記入させた。そして
本文にも同じことが書かれていないかを読み取らせ
た。児童はカード12の着眼点「この図表は～を示した
ものです」を手がかりにして、教科書の記述
上のグラフは、全国で、一時間に五十ミリメートル以
上の雨が観測された回数を表したものです。
を見つけ、線を引いた。
　筆者はグラフのどこに着目しているか　このグラフ
の縦軸と横軸、「平均」の意味などを補足したうえで、
児童に「自分だったらこのグラフのどこに着目するか」
と尋ねた。「一番多いところ」という意見が返ってきた
ので、「では、筆者はどこに着目しているのだろう」と
投げかけた。本文には次の記述がある。
二〇〇一年からの十年間では、平均して年に二百回
以上も発生していることが分かります。
　カード12に「～を見ると～が分かります」という着
眼点があることを確認し、各自で筆者の着目している
ところを探し線を引くことができた。そのうえで、本
文の「分かります」という言葉が手がかりになったこ
とを確認した。
　では、この本文に対応するのは、グラフのどの部分
であろうか。今度はグラフに戻り、筆者が着目してい
る部分に○をつけることにした。同様の活動は朝学習
で３回行ってきたため、大分部の児童が適切な箇所（グ
ラフ上部「2001～2010平均219回」の箇所）に○をつ
けることができた。
　図表やグラフの有効性　このように、図表やグラフ
と本文との対応を丁寧に読み取る活動を進めていっ
た。そして授業のまとめとして、「筆者はなぜグラフや
写真を使っているのでしょう？」と問いかけ、説明の
仕方の工夫を考えさせた。多くの児童が「グラフや写
真を使うことで、わかりにくい文章をわかりやすくし
ている」と書くことができた。また、前時に「説得力」
という言葉を学習したことを覚えていた児童からは、
「説得力を出す」という発言も出た。
　さらに、発展的な課題として、「筆者が使ったグラフ
や写真は効果的だと思いますか。理由も書きましょう」
という課題に取り組ませた。資料の効果を考えやすく
するために、教師から２種類の比較資料を提示した。
第一に、突発的な天気の変化を説明するために教科書
で用いている図と、10年ごとの平均値をまとめた表を
並べて、どちらがわかりやすいかを考えさせた（図２）。
第二に、局地的な天気の変化を示すために、教科書で
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図２　（上）教科書に掲載されているグラフ
（下）筆者が作成した比較資料
１時間に50㎜以上の雨が観測された回数
（10年ごとの平均）
年 平均回数
1981～1990 185回
1991～2000 194回
2001～2010 219回
は「山をはさんで、向こう側とこちら側で天気がちが
う様子」を撮影した写真を用いている。それに対して、
より局地的な変化（都心の一部にだけ豪雨が降り、遠
方には虹が出ている写真）を２枚提示し、狭い範囲の
天気の変化を表すにはどの写真が効果的であるかを考
えさせた。第一の資料については「シンプルな表（図
２・下）の方が良い」と発言した児童もいた。しかし
ほとんどの児童は、第一・第二のいずれについても、
「教科書の資料の方がわかりやすい」「教科書の図表は
適切。理由は図表があると具体的で説得力が高まる」
等と書いていた。
児童自身によるコツの追加
　『天気を予想する』６時間の学習を通して、新たに気
づいたコツは白紙に書いて、ファイルに追加していっ
た。この活動は学習の積み重ねがカードの増加という
いうかたちでわかるため、意欲的に書く姿が見られた。
児童が追加したコツの例を以下に示す。
・問いと答えをセットにして考える。
・文章の内容にあったグラフや表を使う。
・説得力を出す。
・「しかし」の後に大事なことが書いてある。
・具体的な数字を書く。
・前に勉強したことと比べる。
　言語活動「筆者の説明の仕方の工夫をコツカードに
まとめ、伝え合おう」のゴールとして、第６時に各自
がコツカードを作成した。大部分の児童は筆者の工夫
を捉えて、以下のようにコツを書くことができた。
分かりやすい説明の仕方
　１．文章構成の工夫
　　　・問いと答えをセットで書く。
　　　・初め・中・終わりを工夫して書く。
　２．図表やグラフの使用
　　　・写真やグラフを文と比べながら書く。
　　　・文の内容に合った図やグラフを使う。
　３．分かりやすい書き方
　　　・最初に答えや問いを書く。
　　　・つなぎ言葉や具体的な数字を書く。
　　　　　　〔例〕そのため、なので、また
　　　　　　〔例〕二〇〇四年、二十六
評価基準の示し方と自己評価
　１学期はその単元の全時間のめあてと基準を１枚の
シートに示し、ノートに貼らせていた。しかし授業が
進行すると、シートを貼った頁とその日の頁の間が空
いて使いにくくなること、基準をよく読まずに過大評
価をする児童がいること、という問題が生じた。そこ
で２学期には、毎時間のワークシートにめあてと評価
基準を示した。基準は具体的な学習活動に取り組めた
かという観点で示し、活動ごとに「これができたら（書
けたら）Ｂ」「これができたら（書けたら）Ａ」という
かたちで明示した。
　『天気を予想する』４時間目のワークシートを図３に
示す。「グラフ・写真が何についてのものか（図表の表
題）」「グラフ・写真からわかることや本文に書かれて
いる事実」「それらをもとにした筆者の考え」が書けた
らＢ基準達成であり、そのことを各欄に＊で示してい
る。「筆者がなぜグラフや写真を使っているのか」が書
けたらＡ基準達成（＊＊）、さらにグラフや写真の有効
性について自分の考えが書ければパーフェクト（＊＊＊）
である。
２学期の成果と課題
　７回の朝学習と６時間の国語科授業を通して、児童
は徐々に、コツを使って読むことに慣れていった。特
に「問いの文を見つけよう」（カード３）、「答えの文を
見つけよう」（カード４）、「図表やグラフと文章を対応
させよう」（カード12）は繰り返し用いたので、児童に
とっては使い慣れた道具となった。また毎時間ごとの
評価基準をワークシートに具体的に示すことで、児童
はワークシートに書き込んだ自分の学習過程を振り返
り、適切に自己評価できるようになった。
　しかし児童には難しすぎるコツもあった。それは
カード12「図表やグラフと文章を対応させよう」の着
眼点「この図表は筆者の考えをうらづけるものとして
適切か」である。第４時で扱った比較資料については、
大部分の児童が「教科書の方がわかりやすい」と考え
た。多くの児童にとって、教科書を批判的に見るとい
う発想は無いのであろう。以前、中学校の国語で「筆
者の書き方について自分の意見を書く」という授業を
したときにも、生徒には「えっ？教科書をそんなふう
に見ていいの？」といった戸惑いが見られた。学習指
導要領では中学３年生で「評価する」という指導事項
があるが、そこにたどり着くには、小学生の段階から
そういう学習を少しずつ重ねることが大切だろう。
　このこと以外にも、読解方略（コツカード）と評価
基準全般に関わって、いくつかの課題が残った。その
点は総合考察で検討する。
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実践の成果検証
　半年間にわたる実践の成果を、単元テスト、学習の
転移、アンケート調査の３点から検証する。
１　単元テスト
　７月（『生き物は円柱形』の学習後）と12月（『天気
を予想する』の学習後）に、教科書に掲載されていな
い文章を題材とする単元テストを実施した。７月はイ
ンスタント食品の問題点を説明した文章で、指示語、
内容理解、文章構成、筆者の考えを問うものとなって
いる。12月は出生率と人口との関係をグラフを用いて
説明したもので、設問は内容理解、引用の目的、グラ
フの読み取りとなっている。
　成績の分布を図４に示す。１学期が平均59.5点（
＝28.0）、２学期が平均70.3点（＝16.2）であった。
２回のテストの難易度はほぼ同じと考え、ｔ検定を
行ったところ、２学期の成績は１学期よりも有意に高
くなっていた（（30）＝3.03, ＜.01）。また図４に見ら
れるように、２学期には低・中位の児童の成績が上が
り、クラス内の個人差が小さくなったと言える。どち
らのテストも、最後は自分で考えをまとめて書く記述
式の問題であった。７月には無解答が多かったが、12
月には無解答はごく僅かであった。
２　学習の転移
　コツを使って説明文を読むという学習は、他の学習
にも生かされた。
文学的な文章の読み
　２学期に『天気を予想する』『グラフや表を用いて書
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図４　単元テストの結果
図３　ワークシートの例
　　　　ゴチック体は最初から印刷されている文言。明朝体が児童による書き込み。
こう』の学習をした後に、文学的な文章『大造じいさん
とガン』の学習を行った。文学的な文章の読解では、１
学期の教材『なまえつけてよ』で次のようなコツを示し
た。ただし、１学期にはまだコツカードを作成していな
かったので、これらのコツはノートに書いただけである。
○物語の設定を確認する。
　　・いつ　・どこ　・だれ（主人公、対人物）
　　・語り手（地の文）
○人物の行動に着目して心情を考える。
　『大造じいさんとガン』の第１時に、「物語の設定を
確認する」ことをめあてとして示した。黒板に「物語
の設定」として書いた後、「いつ」「どこ」と書いた。
すると、児童の方から口々に「だれ」という声が上がっ
た。「１学期の『なまえつけてよ』で勉強したよね。思
い出したかな」と言いながら黒板に「だれ」と書いて
いると、今度はある児童が「対人物、語り手」とつぶ
やいた。「よく覚えているね」と褒めると、「『なまえつ
けてよ』のノートに書いてある」とノートを見ながら
答えた。教師が何も言わないのに、児童自ら前の学習
を振り返っていたのである。そこで、「前に勉強したこ
とをノートを見て思い出すのは、とてもよい頭の使い
方だね。それも一つのコツだよ」と言うと、うれしそ
うな顔をしていた。
　『大造じいさんとガン』の学習のめあては「心情や場
面の様子を味わいながら読み、効果的に用いられてい
る表現について、自分の考えをまとめる」である。『大
造じいさんとガン』には優れた情景描写がたくさん使
われている。そこで、「情景に着目して人物の心情を考
える」というコツを示した。
　物語の前半では、「いまいましく思っていました」「思
わず子どものように声を上げて喜びました」のような
心情の直接描写や行動描写を自分の力で見つけ、「秋の
日が、美しくかがやいていました」のような情景描写
は教師が取り上げて考えさせる授業展開をとった。し
かし物語の後半になると、行動描写だけでなく情景描
写も自分の力で見つけ、そこから大造じいさんの心情
を考えられる児童が増えてきた。次にあげる二つの情
景描写は、ほぼ全員の児童が見つけることができた。
「東の空が真っ赤に燃えて、朝が来ました。」
「らんまんとさいたスモモの花が、その羽にふれて、
雪のように清らかに、はらはらと散りました。」
　単元のまとめとして、各自が気に入った表現を抜き
出し、その理由をグループで伝え合った。児童が取り
上げた表現は上記の情景描写の他に、「ぱっ／ぱっ／羽
が、白い花弁のように、すんだ空に飛び散りました」
が多かった。そして『大造じいさんとガン』を学習し
た感想に、「情景から人物の心情が読み取れることがわ
かった」と書いた児童が多かった。
　このように児童は、情景に着目すると登場人物の心
情を考える手がかりになるというコツを学び、自分で
使えるようになった。文学的な文章の読解においても
「コツ」があり、「コツ」を使うと学習に効果的である
ということが理解できたのであろう。
意見文を「書くこと」
　教科書では『天気を予想する』の学習の後に『グラ
フや表を用いて書こう』という学習が設定されている。
そこで社会科の『自動車工業のさかんな地域』の学習
と関連させて、「これからどんな自動車が求められてい
るのか」というテーマで意見文を書くことにした。そ
の際にカード12「図表やグラフと文章を対応させよ
う」を活用した。カード12の内容は表４に示すように、
自分が図表やグラフを用いて意見文を書くときのコツ
になるからである。表４で「書くときのコツ」と示し
ているのとほぼ同じ内容が、教科書にも記載されてい
る。
　第１時に児童は、環境・安全・目的から一つの観点
を選んだ。次に12点の表やグラフ、写真を１枚のシー
トにまとめたものを渡した。この中には上記の観点と
は直接関係の無い資料も混ぜておいた。そして『天気
を予想する』で筆者の工夫から学んだコツ「文の内容
に合った図やグラフを使う」を想起させたうえで、自
分の観点にあった適切な資料を選ばせ、それを選んだ
意図を書かせた。多くの児童が複数の適切な資料を選
んだ。
　第２時には、教科書に掲載されている意見文をカー
ド12「図表やグラフと文章を対応させよう」に基づい
て読み取った。児童は『天気を予想する』と同じよう
に、「上のグラフは～を示したものです」「～が分かり
ます」「～と思います」などの表現に着目しながら読み
取り、意見文をどう書けばよいか確認していった。
　第３時には構成メモを作成した。ワークシートに
カード12と同様の観点（何を表したものか、図表やグ
ラフからわかること、図表やグラフで特に注目してい
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るところ、図表やグラフから考えられること）を示し、
自分が選んだ資料をもとに、メモを作成させた。
　その後２時間をかけて児童は意見文を書いた。意見
文の一部を抜粋して示す。
　私は環境にやさしい車づくりが求められていると
思います。なぜなら地球温暖化が問題となっている
からです。
　上のグラフ（注）は人を１キロメートル運ぶのに出
る二酸化炭素の量を示したものです。これを見ると
自家用車が一番、二酸化炭素を出す量が多く、それに
比べ鉄道は二酸化炭素がすごく少ないということが
分かります。
（注）鉄道、バス、航空、自家用車が排出する二酸化炭素の量
　「～～を示したものです」「これを見ると～～が分か
ります」と、これまで学んだ表現が活かされている。
この児童はさらに自動車保有台数を表すグラフを用
い、保有台数が増え続けており、このままでは二酸化
炭素が増えて温暖化が進むので、「二酸化炭素をあまり
出さない、地球にやさしい車づくりをめざしてほしい」
と結んでいる。このように、児童は読むことで使った
コツを生かし、意見文を書くことができた。
他教科
　算数で多角形の内角の和を求める学習で、「考え方の
ポイントを吹き出しに書こう」という活動を設定した。
児童は「（多角形を）三角形に分ける」など自分で考え
たコツを吹き出しに書き込んだ。外角を求める問題で
間違いが多い児童は「180°から引くのを忘れない」な
どと書いていた。また、図工で物語絵を描いたとき、
ある児童が友だちに「上手に描くコツを教えて」と話
しかけていた。このように、国語に限らずどの教科に
もコツがあるのだという意識が、児童の中に生まれて
きたようだ。
３　アンケート調査
読解方略に関するアンケート
　児童が文章を読むときにどのくらい読解方略を意識
しているかを６月と11月に調べた。学習指導要領解説
に示されている「読むこと」の指導事項と犬塚（2012）
の説明文読解方略モデルを参考に、18項目を作成した
（表５）。項目10、11、17、18はメタ認知的方略、そ
れ以外は認知的方略に該当する。
　１（まったくしない）、２（あまりしない）、３（と
きどきする）、４（よくする）の４段階で回答を求めた。
各項目の平均評定値とSD、２回の評定平均の差につい
てｔ検定を行った結果を表５に示す。評定値が高かっ
た（１～４の評定で平均3.0以上）項目には網掛けをし
ている。
　評定が高かったのは具体的な学習活動を伴った項目
や、授業で扱ったコツとの結びつきが強い項目であっ
た。例えば「２ 大切なところに線を引く」「３ 大切な
言葉や文を探す」の２項目は一貫して高かった。これ
は１学期から「キーワードを見つける」というコツを
強調し、かつ、線を引いたり□で囲むといった学習活
動のかたちでコツを具体化していたためであろう。
　反対に、１学期には強調したが２学期には意識しな
かった事柄については、評定も低下していた。例えば
「５ どういう具体例が出されて、それらがどうまとめ
られているのかを考える」である。１学期の『見立て
る』『生き物は円柱形』では、具体例を述べている段落
の上部に横線を引く活動を何回も行ったため、この項
目に対する児童の評定も高かった。しかし２学期には
具体と抽象という観点で考えさせることが少なかった
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表４　「読むときのコツ」と「書くときのコツ」の対応
読むときのコツ
（カード12の着眼点） 書くときのコツ
この図表は筆者の考えをうらづけるものとして適切か。 内容にあった適切な図表を選ぶ。
この図表は何についてのものか。
　　（例）この図表は～を示したものです。
この図表は何についてのものかを書く。
筆者はこの図表のどこに着目しているか。
　　（例）～を見ると～が分かります。
自分はこの図表のどこに着目しているかを書く。
この図表から筆者はどんなことを述べているか。
　　（例）～と思います。～なのです。
この図表で着目したところから考えられることを書く。
ため、児童の評定も低くなっていた。こうした意味で、
児童の評定は一定の妥当性を有しており、それ故、教
師自身の指導の検証にもつながると言える。
　「自分がちゃんとわかっているか考えながら読む」な
どメタ認知的方略の項目（項目10，11，17，18）は一
貫して低いか、２学期に低下していた。メタ認知的方
略はカード16に示しているが、このカードを使うこと
はほとんど無かったためだろう。また、児童のメタ認
知が育った結果、１学期よりも厳しく自己評価した可
能性も考えられる。
学習上の悩みに関するアンケート
　ベネッセ教育総合研究所が2014年に実施した調査
の一部を使い、「じょうずな勉強のやり方がわからな
い」など11項目からなる調査を、４月と11月に行った。
表６に各項目を選択した人数を示す（複数選択可）。
McNemar検定の結果、「４ 授業の内容が簡単すぎる」
「６ テストでよい点が取れない」「９ やる気が起きな
い」の３項目で１回目と２回目の差が有意だった。そ
の他の項目でも選択者数が増えており、全体的に２学
期の方が学習の悩みが高まったと言える。
　これは一見、否定的な結果に見えるが、むしろ学習
に対する意識が向上した結果と解釈できる。４月には
「じょうずな勉強のやり方がわからない」という項目
自体どういうことかわからない状態で、過大評価する
児童も見られた。学習方略の発達段階で言うなら「媒
介欠如」（方略自体を知らない、方略というものがある
ことすら知らない）の状態だったのである。しかし11
月にはメタ認知が育つとともに、学習内容が高度にな
り、学習上の悩みを意識する児童が増えたのだと推測
される。
総合考察
　文章を読むときにどんなところに着目すればよいの
かわからないという児童の課題に対して、読解方略を
整理したコツカードを授業で活用した。この結果、児
童は学習にはコツがあることを知り、コツを使って読
めるようになってきた。また、自己の学びを自覚する
ことが難しいという課題に対しては、評価基準を具体
的な活動の姿として明示した。これにより、児童の自
己評価が適切に行われるようになってきた。こうした
取り組みの結果、学習に対する意識が向上し、説明文
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表５　説明的な文章の読解方略に関するアンケート結果
項目
１回目（６月） ２回目（11月）
ｔ検定
平均 SD 平均 SD
１　一つの段落のように長い内容を、短くまとめるとどうなるのか考える 2.9 1.00 2.5 0.76 2.43*
２　大切なところに線を引く 3.5 0.84 3.5 0.62
３　大切な言葉や文を探す 3.5 0.84 3.3 0.70
４　どういう疑問から出発して、どういう答えになったかを考える 2.9 0.82 3.0 0.74
５　どういう具体例が出されて、それらがどうまとめられているのか考える 3.1 0.80 2.7 0.65 2.75*
６　どういう順序で書かれているのか考える 3.2 0.87 3.0 0.75
７　「はじめに」「つぎに」「それから」「このように」など説明の順序を表す言葉に注意する 2.7 1.14 3.0 0.84
８　どのような事実や例を取り上げて、何を説明しているのか考える 3.0 0.86 2.6 0.67 2.88**
９　前に勉強したことや自分が知っていることを思い出して、本文と結びつける 2.7 1.06 2.9 0.89
10　自分がちゃんとわかっているか考えながら読む 2.9 0.95 2.3 0.89 2.80**
11　わからなくなったら、ゆっくり読んだり、前に戻って読み直したりする 3.0 0.90 2.5 1.02 2.78**
12　図表のどこが本文のどことつながっているのか考える 3.3 0.84 2.9 0.80
13　本文にかかれていることをもとに、書かれていないことまで想像してみる 2.8 0.91 2.5 0.88
14　わからない言葉の意味を友だちに聞いたり辞書で調べたりする 2.9 1.01 2.9 0.93
15　難しいところは自分で言い直してみる 3.0 0.84 2.1 0.91 4.63**
16　「これ」「それ」といった指示語が何を指しているか、たしかめる 3.1 0.91 3.0 0.90
17　どんなことに気をつけて読むとよいか考える 2.9 0.94 2.4 0.76 2.34**
18　前に気をつけたことを思い出して読む 3.1 0.86 2.5 1.02 2.74*
t検定結果は有意だった項目のみ示している。　* ＜.05,　** ＜.01
を読む学習だけではなく、他領域、他教科の学習でも
学習方略を意識して取り組めるようになった。
　以下では、読解方略（コツカード）の有効性と課題、
評価基準を示すことの有効性と課題、学習の転移につ
いて検討する。
１　読解方略（コツカード）の有効性
　これまでは教科書の文章を何となく読んでいた児童
が多かった。しかし、カードという目に見えるかたち
で読み方が示されたことにより、文章を読むのにはコ
ツがあるのだということを児童が意識するようになっ
た。また「問い」「答え」「図表」など頻繁に参照した
カードについては、コツがかなり定着したと思われる。
　コツを教えるときには抽象的なアドバイスにとどめ
るのではなく、「どこを見るのか」「どうするのか」と
いった具体性が鍵となる。例えば「中心となる言葉
（キーワード）を見つけよう」ではなく、「題名に出て
くる言葉、繰り返し出てくる言葉、括弧がついている
言葉を探して、□で囲む」というアドバイスである。
特に中・低位の児童にとっては、具体的な活動をする
ことで文章中の大事な部分が視覚的に捉えられること
になり、内容理解につながった。同時に、「別の文章を
読むときにも同じようにすればよいのだ」という意識
がもてたようだ。
２　読解方略（コツカード）の課題
　しかし成果だけではなく、課題も見えてきた。今後
の展望と合わせて整理する。
　第一に、コツカードの記述が児童の実態に合ってい
ないものがあった。例えば、１枚の情報量が多く、短
時間でコツをつかむことが難しいカードがある。また、
「事実は事例になっていることがあります」（カード
13）のように難解な表現を使ったり、「投げかけたり、
問い掛けたりすることで」（カード１）のようにカード
だけではよくわからない表現を使ったりしているもの
もある。カードを分けて１枚あたりの情報を減らした
り、表現を改めたりするなど、カードの内容を見直す
必要がある。
　第二に、十分に扱えなかったコツがあった。例えば
カード16「文章を読むときのじょうずな頭の使い方」
は、「わからなくなったら、ゆっくりていねいに読む」
など、メタ認知的方略を示している。しかし授業中に
このカードを参照することは、ほとんど無かった。児
童の個人差が大きく、認知的方略を用いて内容を理解
することに授業時間の大半が費やされたためである。
メタ認知的方略は説明文の読解に限らず、他教科にも
生かせるコツである。機会を捉えて児童に示していき
たい。また、どのカードも情報が多く、参照したカー
ドであっても、その内容すべてを生かしたわけではな
い。今後、様々な文章を読む中で、本実践では扱わな
かったコツも利用することで、カードの有用性を高め
たい。そのためには年間を通した単元構想を年度当初
にしっかりと行い、その学年の読解に大切なコツをい
つどこで使うか、明確にしておくことが重要である。
　第三に、１学期から終始、教師がコツを示しそれに
基づいて児童が読解を進めていくという学習過程を
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表６　学習の悩みに関するアンケート結果
項目
１回目（４月） ２回目（11月）
人数 ％ 人数 ％
１　じょうずな勉強のやり方がわからない 12 37.5 14 43.8
２　どうしても好きになれない教科がある 23 71.9 26 81.3
３　授業の内容が難しすぎる 8 25.0 7 21.9
４　授業の内容が簡単すぎる 10 31.3 1 3.1
５　勉強したことをすぐ忘れてしまう。 9 28.1 13 40.6
６　テストでよい点が取れない 6 18.8 18 56.3
７　勉強が計画通りに進まない 12 37.5 12 37.5
８　勉強に集中できない 11 34.4 15 46.9
９　やる気が起きない 15 46.9 22 68.8
10　何のために勉強しているのか分からない 4 12.5 2 6.3
11　あてはまるものはない 6 18.8 2 6.3
とった。それは、一問一答式で受け身的な授業であっ
たとも言える。このようなかたちをとったのは教師の
側に、「児童の実態から、今はまずコツを教える段階だ」
という意識が強かったためである。しかしいずれは、
「指示されたコツを使わされる」のではなく、「コツを
主体的に使う」ようになってほしい。そのためには、
コツを繰り返し使うだけでなく、なぜそのコツが有効
なのかということを納得して、コツを身に付ける必要
がある。そこで重要なのが学習課題の工夫である。児
童の興味を引きにくい内容の文章の場合には、「読まさ
れている」「つまらない」と感じてしまうことがある。
そうならないためにも、目的意識をもって取り組める
学習課題の設定が大切である。その学習課題を解決す
るためにはこのコツを使えばよいのだ、という道筋が
見えたとき、児童の主体的な活動が促され、コツの有
効性が納得されるのではないだろうか。また、コツを
主体的に使うという意味では、児童がカードにちょっ
と手を加えるということもよい。例えば自分がとても
大事だと感じたカードには印をつけるとか書き込みを
するといったことである。
　最後に、今後は教師がコツを一方的に与えるだけで
なく、児童の中から新たに生まれることを期待したい。
２学期には児童が自分で気づいたコツを白紙に書き込
みファイルに追加するという活動も行った。しかしコ
ツを引き出すという経験をあまりしていない児童に
は、どんなことがコツになるのか、それをどう表現す
ればよいのかわかりにくかった。そこで教師の方から
例を示したり、コツにつながるような言葉をかけて発
言を促したりした。こうしたことを繰り返すことで、
徐々に児童自身がコツを引き出せるようになることが
期待される。児童から生まれるコツを教師が見逃さな
いことも大切だ。例えばあるとき、児童が友だちの発
言に対して「つまり、どういうこと？」とつぶやいた。
これは「簡潔にまとめる」「わかりやすく言い換える」
という方略につながる。こうしたつぶやきも捉えて、
コツとして生かしていきたい。
３　評価基準を示すことの有効性
　具体的な活動の姿として評価基準を示すことが、適
切な自己評価につながる。１学期の実践で明らかに
なった課題を踏まえて、２学期は毎時のワークシート
の中に「＊」や「＊＊」をつけて、何ができればＡな
のかＢなのかが一目でわかるようにした。この結果、
児童は自分がワークシートに書いた内容を見て、基準
と照らし合わせて、適切に自己評価できるようになっ
た。また、Ａを目指して頑張ろうという学習意欲の向
上にもつながった。
　自己評価を繰り返すことにより、自己評価そのもの
に児童が慣れてきた。「読むこと」の後に「書くこと」
で使用したワークシートでも同様に評価基準を記した
ところ、詳しい説明をしなくても児童の方で評価基準
を理解し、自己評価している様子がうかがえた。
４　評価基準の課題
　基準を学習者に示すことについて北尾（2011）は、
「これらを分かりやすく書き直して示せば、子どもた
ちの学習の羅針盤にもなり、自ら学ぶ子どもに育てる
ことができます」（p.117）と述べている。また中学校
での数学の研究だが、鈴木（2011）は具体的な評価基
準を添えてテストを返すことで、内発的動機づけや理
解重視の学習方略につながることを報告している。
　このように評価基準を具体的に示すことの意義は非
常に大きい。ところで本実践では、「～～が書けたらＡ」
という具体的なかたちで基準を示したわけだが、書い
た内容に関わる基準までは示していなかった。そのた
め児童の中には、不十分な記述でもＡと評価したケー
スもあったと思われる。本実践では、児童に自分の学
習過程を漫然と振り返るのではなく、具体的な基準に
照らして自己評価することの重要性を意識させようと
した。次の段階として、より内容にまで踏み込んだ評
価基準を提示することが必要だろう。
５　他教科への転移
　読むためのコツを学んだことが、他領域・他教科の
学習にも生かされた。こうした転移が起こるためには、
（１）先行学習を十分に行う、（２）多様な問題に取り
組む、（３）他の場面でも生かせる論理や教訓を引き出
す、（４）先行学習と次の学習の類似性に気づいて先行
学習を生かすという意識をもつ、といったことが必要
である（佐藤，2013）。本実践ではコツを教え（これは
上の（３）にあたる）、様々な文章で繰り返しコツを用
いて読んだ。新たな文章を読むときには既習事項を想
起させ、前と同じにやればよいのだということを意識
させた。まさに、（１）～（４）の条件を満たした実践
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だったと言える。
　カード12「図表やグラフと文章を対応させよう」は、
算数や理科、社会科などでも資料の読み取りに生かせ
る方略である。また、接続語に着目したり（カード５）、
要旨を捉えたり（カード８・15）するのは、どの教科
でも大切なことである。様々な教科で同じコツを使っ
て学習することにより、児童の頭の中で教科をまたい
で学習がつながり、より深い理解に結びつくと考えら
れる。その点で小学校は担任が何教科も指導している
ので、共通したコツを使いやすい。
　また本実践校では校内研修で、説明文の読解指導を
学校全体で統一して行っていることから、今後クラス
替えをしたときにも一から学び直す必要は無いだろ
う。児童がどの教科においても自分の力で読んだり考
えたりできるようになるために、来年度以降も継続し
てコツを生かすことが必要である。
終わりに
　本研究を通して一番変わったのは、児童の学習に取
り組む姿勢である。１学期は、教師の話をよく聞かず
に手悪さをしたり、短絡的なことを話したりする児童
が多く、集中力に欠けていた。自分の考えを書かせよ
うとしても白紙のままだったり、少し長い文章を読む
ときには不満の声が出たりした。しかし、コツを使う
ことにより「わかった」「できた」という実感がもてる
ようになってくると、少しずつ学習に対する取り組み
が前向きになってきた。
　どの教科であれ、文章を読んで理解することは大切
なことである。そのときに、コツを使えば読める・わ
かるという手がかりをもっている児童は、自分の力で
取り組むことができるのではないか。そう考えたとき
に、本学級の児童はやっと学習のスタートラインに
立ったということが言えよう。学習のコツを知り、自
分の学びを意識できるようになってきた。活用するの
はこれからである。
【補記】
　本論文は第一筆者による平成27年度群馬大学専門職学位課程
課題研究報告書『自己の学びを自覚し活用する力を育む小学校
国語科の説明文読解指導―読解方略を取り入れた単元構想の工
夫を通して―』に基づくものである。
　報告書で取り上げたのは２学期までの実践であり、本稿もそ
れに基づいている。その後、３学期の授業でもコツカードが活用
された。３学期の説明文教材『想像力のスイッチを入れよう』は、
メディア・リテラシーに関わる内容であり、いくつかの具体例を
あげながら、メディアが伝える情報だけを信じるのではなく、自
分で考えて判断することの大切さを訴える。この教材文の内容
や記述のスタイルは、２学期に扱った『天気を予想する』よりも、
１学期に扱った『見立てる』『生き物は円柱形』に近い。『天気を
予想する』のように種々の図表や数値データが扱われているわ
けではないが、我々の物の見方や考え方をメタ的に振り返る内
容であり、『天気を予想する』とは違う難しさがある。
　この教材を読むにあたっては、「段落」（カード２）、「つなぎ言
葉」（カード５）、「順序を表す言葉」（カード６）、「中心となる言
葉や文」（カード７）、「具体例と一言でまとめているところ」
（カード９）、「意見」（カード14）、「要旨」（カード15）のコツを
用いた。カード９と15の内容は１学期の『生き物は円柱形』の読
みでも意識させていたし、その他のコツも１～２学期を通して
用いられていた。児童は一つの段落を読むのにも、複数のコツを
用いることができた。コツを使って読み取った箇所に線を引か
せたところ、「４カ所線が引けた」「ああ、国語がこんなに楽しい
なんて」と言っている姿も見られた。
　本教材の学習後の３月に、別の説明文を題材とする単元テス
トを実施した。日本人が花を食べることを通して、それぞれの花
に合う使い道を考えてきたことを説明したもので、設問は問い
の文、内容理解、具体例（文章構成）、要旨を問うものであった。
クラスの平均点は80.1点（＝19.0）であり、２学期と比較し
て有意差が認められた（（30）＝3.07, ＜.01）。本文でも述べた
ように１学期から２学期にかけて学級内の成績差が縮小した
が、その状態をほぼ保ちつつ、全体的に学力がさらに向上したと
言える。
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